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1．はじめに 
 学力向上には，基礎的・基本的な学習内容

の定着を図りながら，学習意欲や思考力を高

める取組が必要である。そのためには，児童

生徒の思考を促し，「考える楽しさ」が実感で

きる授業を進めることが求められている(新
潟県教育庁 2013)。 

教育現場においては，授業研究会や研修会

などを通して，「思考を促す授業」への改善が

進められ，全校体制で授業改善に取り組んで

いる。しかし，「思考力・判断力・表現力を育

てる具体的な手だて」や「日常的な授業評価

に基づいた継続的な授業改善」については，

なかなか有効な方法が見つけられずにいる。 
 本研究では，このような課題を抱えた授業

改善を「地域に密着した小学校３・４年生の

社会科学習」を通して行う。近年，様々な教

科・領域で実践され，成果が報告されている

OPPA（One Page Portfolio Assessment）を，

地域素材を生かした社会科の問題解決的な学

習の授業改善に取り入れその効果を検証する。 
 
2．先行研究 

OPPA を授業評価や授業改善に活用した研

究は数多く行われている。しかし，地域素材

を生かした社会科の問題解決的な学習の授業

改善を目的として，OPPA を活用した研究は

見当たらない。 
 

3．研究の目的 
(1) 地域素材を生かした社会科の問題解決

的な学習における授業改善サイクルを検討し

提案する。 
(2) 改善した授業を実施し効果を検証する

とともに授業改善の知見を得る。 
 
4．研究の方法 
(1) 実施校・期間・対象・単元 
① 実施校：山梨県内 S 小学校 
② 実施期間：2013 年 8 月 29 日 

～2013 年 10 月 8 日 
③ 実施対象：小学校 4 年生 
④ 実施単元名：「火事を防ぎ，地震にそな

える」(14 時間) 
(2) 問題解決的な学習への授業改善サイク

ルの導入 
 地域素材を生かした社会科の問題解決的な

学習の授業改善を行うため，OPPA を取り入

れる。OPPA を取り入れることにより，学習

前・中・後における児童の実態把握をすると

ともに，授業の評価・改善を図る。OPPA を

取り入れた授業改善のサイクルは，図１の通

りである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 学習前（OPP シートと学習指導案の作成） 

OPP シート(図 2 参照)を作成するとともに，

全 14 回の授業について学習指導案を作成し

図 1．OPPA を取り入れた授業改善のサイクル 



 

た(表 1 参照)。OPP シートとは，一枚の用紙

を用い，「単元名タイトル」，「授業前後の本質

的な問い」，「学習履歴」，「学習後の自己評価」

の四つの要素から成っている(堀 2011)。本シ

ートはＡ3 用紙を三つ折りにして使用する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
OPP シートを作成することにより，「単元

を貫くテーマ」が設定され，どのような地域

素材をどう採り入れ，何を問題とするのかと

いう「地域素材の教材化」並びに，「学習問題

の設定」を進めることが明確になる。結果と

して，単元構想がまとまり，学習指導案を作

成することができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 学習中(学習指導案に基づく授業実施) 
学習指導案に基づく授業を実施するととも

に，OPP シートの「学習履歴」により形成的

評価を行う。形成的評価を踏まえ，次時以降

の授業の修正，教師のコメントによる個への

働きかけを行う。 
③ 学習後（OPP シートと学習指導案の評価

と改善） 
OPP シートの「本質的な問い」「変容の自

己評価」により総括的評価を行うとともに，

OPP シート並びに学習指導案の評価と改善

を行う。その際，本単元で扱った「地域教材」

並びに「学習問題」は妥当であったか，検証

を行う。 
(3) 授業実施と検証 

OPPA を取り入れた授業改善のサイクルの

効果を検証するために，表１に基づいた授業

を実施し，児童に OPP シートおよびふりか

えりシート(図 3 参照)への記述を行わせ，次

の方法で効果の検証を行う。 
① OPP シートによる検証 

児童による OPP シートへの記述を基に，

「地域素材の妥当性」や「学習問題と知識の

構造化との関連性」に着目し，授業内容の再

検討を行うとともに授業改善を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 

図 2．作成した OPP シート(児童記述済) 

裏 

表 1．作成した学習指導案の一部（単元構成） 



 

② 保護者のコメントによる検証 
地域素材を生かした授業の効果をはかるた

め，OPP シート，並びにふりかえりシートに

保護者記入欄を設け記入してもらう。 
③ ふりかえりシートによる検証 

思考力・判断力・表現力の高まりを見とる

ため，ふりかえりシートの自己評価欄の記述 
を検討する。ふりかえりシートでは，最初の

単元「水はどこから」で使用した OPP シー

トの学習履歴と本単元でのものとを比較させ，

児童に「何がどう変わったのか」を検討させ

る。その記述の中に，思考力・判断力・表現

力の高まりが見られるかを検証する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
5．研究の結果と考察 
(1) 問題解決的な学習の授業改善サイクル

とその内容 
研究方法(2)であげた OPPA を取り入れた

地域素材を生かした社会科の問題解決的な学

習の授業改善を以下のように行った。 
① 地域素材の効果的な活用 

単元を貫くテーマの設定，授業間のつなが

りを意識した単元構成をするため，先ず OPP
シートを作成した。教師用の OPP シートに，

単元を貫くテーマ「火事や災害から暮らしを

守るには，公助・共助・自助が大切である」）

を記入し，単元を通して児童に伝えたいテー

マを明確にした。また，それぞれの授業で伝

えたい内容も検討し，授業の一つ一つがつな

がりながら発展していくよう単元を構想し，

教師用の OPP シートの学習履歴に記入した。 
OPP シートの作成により，単元を貫くテー

マの設定と単元構成ができあがると，授業で

扱う地域素材も絞り込まれてくる。児童の問

題解決の過程をイメージしながら，どのタイ

ミングで出会わすことが効果的な追究を生み

出すのか，単元構想と重ねながら教材化を行

った(表 1 参照)。 
従来の実践では，校内の消防施設を調べ，

消防署のはたらきや工夫，努力を追究し，地

域にある消防署の見学を行うことで，単元を

まとめていく例が多く見られた。しかし，本

実践では，単元を貫くテーマ「火事や災害か

ら暮らしを守るには，公助・共助・自助が大

切である」に基づき，住民自らが地域の防災

に関わるための「消防団」，地域にある「消防

施設」並びに「防災施設」も地域素材として

教材化し，共助や自助のはたらきや必要性に

も目を向けていくことができるよう工夫した。

地域素材である「消防団」(図 4 参照)を取り

上げることにより，消防署と消防団との違い

や，住民自らが地域の防災に関わるための「消

防団」の必要性について，気づくことができ

たことが OPP シート学習履歴への記述から

伺える(図 5 参照)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4．消防団詰所の見学 

図 3．ふりかえりシート(児童記述済) 

裏 
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② OPP シート学習履歴へのコメントによる

働きかけ 
児童には毎回の授業の終わりに「今日の授

業で一番大切だと思うこと」を OPP シート

の学習履歴の欄に記述してもらった。そして，

児童一人ひとりの「資質・能力」を育ててい

くため，学習履歴に教師からのコメントを記

入し，内容を高めていくための意図的な働き

かけを行った。コメントによる教師の働きか

けにより，「一番大切なことは何か」「良いタ

イトルとはどういうものか」を児童自身が振

り返り，良い基準を児童自らがつくり出して

いくことができた(図 6—1・2 参照)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ OPP シートおよび学習指導案の修正 
学習指導案に基づいた授業を実施し，OPP

シートに記述された「学習履歴」「本質的な問

い」「変容の自己評価」により総括的評価を行

った。児童に伝えたい内容を伝えることがで

きたのか，単元で扱った地域教材は妥当であ

ったか，学習問題は適切であったか，などの

視点で OPP シートおよび学習指導案の修正

を行った。 
OPP シートに記述された「学習履歴」を検

討する中で，特に第 9 時に課題があることが

明らかになった。第９時に伝えたい内容は「火

事を防いでいくためには，消防署だけで，消

防団を核とした地域の協力や一人ひとりの火

災を防ぐ意識が必要である」であったが，学

習履歴の欄に伝えたい内容を記述した児童の

割合が低く（理解の割合 53%，28 人中 15 人），

学習履歴の内容にばらつきが見られた。 
地域の消防署見学で，施設の素晴らしさや

消防隊員の災害に対応するための工夫や努力

にふれ，素晴らしい消防署があるから安心で

あると考えた児童たちに「ゆさぶり」をかけ

るために設定した学習問題であったが，学習

問題の言葉に不適切なものがあり，伝えたい

内容に迫るような授業を創り出すことができ

なかった。そこで第 9 時の学習指導案の修正

を行った（表 2 参照）。 

図 6-1．Ｈ児の学習履歴② 

ポイントをズバッとまとめたタイトル，学んだ内容を

自分と結び付けて考えている良さを認めるコメント 

授業で出された多くの意見を２つにまとめたこ

との良さを認め，意欲づけを図るコメント 

図 6-2．Ｈ児の学習履歴⑪ 
図 5．Ｙ児の学習履歴⑨ 

学校の隣にある消防団の詰め所の見学と部長の話

から，消防署と消防団の違いが明確になった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 授業改善の結果と検証 
① OPP シートの記述の検討 

「授業を通して児童に伝えたい内容を適

切に伝えることができたのか」という授業の

再検討を行うとともに，「授業で扱った地域教

材は効果的であったのか」という地域素材の

妥当性を確かめるため，OPP シートの学習履

歴への記述を活用した。そして，検討から見

えた課題を授業改善に繋げていった。 
ここでは，表 3 で示した第 4 時ならびに第

12 時の OPP シート学習履歴への記述を取り

上げる。 
 
 
 
 
 
 
第 4 時，第 12 時共に，地域教材を扱った

授業である。第 4 時は「校内の消防施設」に 
ついて調べ，第 12 時は「地域にある消防施

設」について調べ，それをもとに，学校や地

域がどのようにして火災から守られているの

かを考える授業である。調べる対象は異なる

が，授業の構造自体は似ている。そのため，

初めに実施した第 4 時の学習履歴(図 7)から

見えた授業の課題を検討することで，改善点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を見出し，それを踏まえて授業実施すること

で，授業改善を図ることが可能である。その

ようにして実施した第 12 時の学習履歴(図 8)
に見える改善について述べる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 4 時では，K 児(図 7)のように，校内の

消防施設を調べたことで，興味をもったり，

驚いたりしたことに目が奪われてしまい，学

習問題の話し合いを通して考えた「校内の消

防施設はバランスよく配置されている」とこ

ろまで目が向いていない児童が 10 名いた。 
施設の配置の様子に気付かせるため，学校

の見取り図も用意したが，配置の様子につい

ての意見「１階に施設が多い」「バランスよく

施設がある」を十分に深めることができなか

ったことも原因として考えられた。 

図 7  K 児の学習履歴④ 

一つの事実（３の２だけ熱感知器が２つ）に引っ掛

かり施設の全体的なバランスに目が向いていない。 

表 3．学習内容を適切に記述した児童の割合(第 4,12 時) 

表 2．学習指導案の修正（第 9 時） 



 

そこで，第 12 時では，「地域にある消防施

設」について調べたことを，友だちと相談し

ながら，地図上にシールで表す活動を取り入

れた。そして，消防施設の場所を示すシール

を貼った地図を眺めながら，「なぜ，このよう

に施設が置かれているのだろうか」と問いか

けることを通して，配置されている意味を考

えさせるように改善し，授業を実施した。 
改善した授業によって，M 児(図 8)を含め

78%の児童が OPP シートの学習履歴の欄に

学習内容を適切に記述することができた(表
3 参照)。OPP シートの学習履歴の欄の記述内

容を検討することで，授業の課題を基に授業

改善を行うことが可能になると考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 地域素材を生かした問題解決的な学習の

効果 
地域素材を生かした問題解決的な学習の効

果をはかるため，OPP シートの「自己評価」

の欄に加え，今回「保護者のコメント」欄を

設けた。ここでは，「自己評価」欄を検討する

ことで見えてきた社会科の授業を通しての

「社会の見方・考え方・感じ方」の変容につ

いて述べるとともに，「保護者のコメント」欄

から見えてきた「地域素材を用いることの意

味」について述べる。 
ⅰ)社会の見方・考え方・感じ方の変容 

図 9・10 は OPP シートの自己評価の欄へ

の記述である。K 児は学んだことによって，

「この池は貯水池か」とか「消火栓は役立っ

たりしてるんだ」と，今までなんとも思って

いなかったものの意味と大切さがわかり，学

ぶ前とは違う景色が見えてきたと書いている 
(図 9 参照)。A 児は学習を通して，自分だけ

の狭い視野から抜け出し，社会の中でつなが

っていくことの大切さを感じ，これからへの

決意をしていることがわかる (図 10 参照)。 
ⅱ) 地域素材を用いることの意味 

図 11・12 は OPP シート保護者コメント欄

への記述である。保護者コメント欄への記述

を見ると，多くの家庭で今回の社会科の学習 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8 Ｍ児の学習履歴⑫ 

設置の理由を考えることによって，たくさんある

施設の意味と大切さがわかった 

図 9 Ｋ児の自己評価 

図 10 Ａ児の自己評価 



 

について好意的に受け止め，児童に向けての

励ましの言葉を記入してくれている。「地域を

調べる活動により，興味・関心が高まった」

「地域教材を用いることで学びづらい内容を

学びとることができた」「学習したことをきっ

かけに家族で防災の話をした」「学習した内容

を読んで，私自身も勉強になることが沢山あ

った」「次の学習も頑張って」などである。 
このことから，OPPA を取り入れた授業改

善により，地域素材を生かした問題解決的な

学習が展開され，児童が体験を通して，思考・

判断・表現し，身につけた確かな知識が保護

者にも伝わったのではないかと考えられる。 
M 児の保護者は OPP シートの記述内容を

見て，M 児の学びに感心し，いつ，どこで，

どんな状況で起こるか分からない災害につい

て，家庭でも話し合いたいと書いている(図
11 参照)。 

S 児の保護者は，中身の濃い学習ができた

ことを喜ぶとともに，体験を通して地域と具

体的に関わることで，将来の夢（大人になっ

たら消防の仕事をしてみたい）を育むことが

できて良かったと書いている(図 12 参照)。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

③ ふりかえりシートの記述の検討 
思考力・判断力・表現力の高まりを見とる

ため，ふりかえりシートの自己評価欄への記

述を検討した。ここでは，検討することで見

えてきた OPPA を活用した授業改善が「思考

力・判断力・表現力」の変容にどのように影

響を与えたのかについて述べる。 
図 13（次項参照）は，ふりかえりシート自

己評価への記述である。自己評価欄への記述

を見ると，全ての児童が 1 枚目のシートより

も 3 枚目のシートの方が記述に高まりがあっ

たと書いている。ぱっと見て明らかな字数の

ことは勿論，内容的な深まり，授業のポイン

トを押さえた記述，表現方法の工夫など，そ

れぞれの指摘は異なっていても，自分の成長

を自己評価している記述が見られた。 
H 児は「『まとめる力！』が成長した（中

略）大事な部分を発見できるようになった（中

略）この２つのことが成長できて，とてもう

れしかった」と記述している。OPP シートを

継続的に取り組むことを通して，思考力・判

断力・表現力が高まっていくことを実感し，

成長を喜んでいる様子が伺える(図 13 参照)。 
これらのことから，OPPA を活用した授業

改善は，「思考力・判断力・表現力」の育成に

も有効であると考えられる。「思考を促す授業」

への改善が求められている昨今，資質・能力

を育成する具体的な手だてとして，OPP シー

トが活用できるといえるのではないだろうか。 
④ 授業改善の知見 

これまで述べてきたOPPAを活用した社会

科の問題解決的な学習（地域素材を生かした）

の授業改善サイクルの内容と結果考察から，

OPPA の有用性を確かめることができた。 
第一に，OPPA を活用することによって，

「単元を貫くテーマ」が定まり，そのテーマ

に沿って地域素材を導入することで，地域素

材を生かした社会科の授業が可能になるとい

う点である。地域に密着した学習をする小学

校 3・4 年生の社会科は難しいとよく言われ 

図 11 M 児保護者のコメント 
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るが，OPPA の活用によって，地域教材が「公

民的資質の基礎」を育むために有効に働くこ

とを確かめることができた。 
第二に，「思考を促す」授業への改善は，授

業改善のための大きなテーマであるが，OPP
シートに基づくコミュニケ―ションを継続的

に行うことで，「思考力・判断力・表現力」の

育成が行われ，意図的な働きかけによって，

学習者も保護者もそのことが実感できるよう

になるということである。 
第三に，年間を通して OPP シートを活用

することで，継続的な授業改善が可能になる

という点である。授業改善は授業研究会なら

びに研修会を通して主に行われてきたが，

OPPA を取り入れることによって，実践者の

中で常に内化・内省・外化が起こり，一過性

ではなく継続性をもった授業改善が可能にな

ったといえよう。 
 

6．今後の課題 
 今回の研究を終えて，OPPA を生かした授

業改善をより確かなものとしていくために，

今後さらに課題意識をもった実践研究を継続

していく必要性を感じる。 
今後の研究課題として，①子どもの願い・

思いを生かした社会科の問題解決的な学習の

創造と OPPA，②OPP シートを用いた指導・

改善に関わる時間の短縮，③まとめることが

困難な児童への働きかけ・手立て等に取り組

んでいきたいと考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7．おわりに   
 慌ただしい学校現場に身を置いての教職大

学院 2 年目であったが，自身が抱えていた地

域学習を主体とした社会科における課題につ

いて，研究・実践・検証をする機会が得られ

たことは大変，有意義であった。 
OPPA を活用した授業改善に取り組んだの

は今年が 2 年目であったが，理論的な背景や

授業での用い方，地域素材の効果的な生かし

方などについて様々な方から丁寧に指導して

いただいた。今年度の研究で，OPPA を活用

することへの確かな手ごたえを得ることがで

きた。今後さらに実践を重ね，手ごたえをよ

り確かなものにしていきたい。 
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